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プロジェクトの目的と参加メンバー

参加機関・組織

 東北大学理学研究科附属惑星プラズマ・大気研究センター
小野高幸、寺田直樹、加藤雄人、笠羽康正、岡野章一、熊本篤志、坂野井健、
三澤浩昭、鍵谷将人

 国立極地研究所
佐藤夏雄、中村卓司、宮岡宏、岡田雅樹、冨川喜弘、田中良昌、田所裕康

 名古屋大学太陽地球環境研究所
藤井良一、荻野竜樹、三好由純、堀智昭、大塚雄一、河野貴久

 九州大学宙空環境研究センター
湯元清文、池田大輔、阿部修司

 京都大学生存圏研究所
津田敏隆、林寛生、新堀淳樹、橋口典子

 京都大学理学研究科附属地磁気世界資料解析センター
家森俊彦、能勢正仁、藤浩明、竹田雅彦、小山幸伸、吉田大紀

 京都大学理学研究科附属天文台
柴田一成、上野悟、金田直樹

 大学や研究機関に分散して存在する超高層大気地上観測データ
を効率的に検索・取得するためのインフラを整備する

 IGY以来の国際共同観測事業で蓄積された多様かつ膨大な観測データ
(アナログ・デジタル)の流通
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 分野横断型のデータ解析による超高層大気長期変動研究の進展



IUGONET参加機関による観測ネットワーク
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プロジェクト概要

京大
生存研

京大
理・附属天文台

京大 理・地磁気センター

バーチャル情
報拠点による
連携強化

観測DB

(+解析ソフト)極地研

名大
STE研

地磁気研究
コミュニティ

赤道大気研究
コミュニティ

国内他機関・大学
海外研究者

他の地球科学分
野へ展開

太陽物理学
コミュニティ

電磁気圏研究
コミュニティ

極域研究
コミュニティ

磁気圏研究
コミュニティ

九大
宙空研

地磁気研究
コミュニティ

XML

XML

XML

XML

XML

XML

XML

メタデータDB超高層大気科学
バーチャル情報拠点

衛星、数値モデルデ
ータへの拡張

東北大
PPARC

多様かつ膨大な量の
観測データが各研究
機関に分散して存在

メタデータ（メタ情報）
のデータベースで横
断検索を可能に

分野を横断したデータ
の総合解析による新し
い研究を促進

メタ情報のデータベースを
ネットワーク上で構築し、
一般に公開する

各機関が所有する観測
データの可視化・解析
ツールの開発も行う



項目 H21 H22 H23 H24 H25 H26 備考

バ
ー

チ
ャ
ル

情
報

拠
点 構築と運営

システム導入 システム更新 多点情報交換システムを各機
関に導入し、緊密な連携体制
を実現する。

拡大
プロジェクトの成果を総括し、
関連他分野への拡大や統合を
検討する。

メ
タ

デ
ー

タ
D

B
シ

ス
テ

ム システム開発
プロトタイプ
開発

公開バージョ
ン開発

一般に公開 DSpaceをベースに、メタデ
ータの登録・検索などを行う
システムを開発する。

システム運用
コンピュータ
更新

メタデータDBの定常運用を
行う。定期的なカスタマイズ
を行う。

メ
タ

デ
ー
タ

共通フォーマッ
ト策定

Ver.1の策定 ドキュメント
整備

超高層大気地上観測データに
適した共通のメタデータフォ
ーマットを策定する。

メタデータ作成
メタデータ作
成スタート

一般に公開 各機関の観測データからメタ
データを抽出し、DB化する。

デ
ー
タ
解
析

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

調査・仕様策定
開発環境整備
仕様策定

ドキュメント
整備

各機関の観測データに即した
可視化・解析ソフトの仕様を
策定する。

プログラム開発
プログラム開
発スタート

一般に公開 IDL+TDASを用いたプログラ
ム開発を進める。

そ
の

他

観測DB再整備
各機関で観測DBの再整備を
進める。未公開データについ
てもDB化をはかる。

サイエンス研究
各機関の観測データを活用し
て分野横断型の解析研究を進
める。

Webによる情報
発信

ホームページ
立ち上げ

プロジェクトの活動について、
ホームページを通して世の中
に情報発信する。

プロジェクトの年次計画

後半はDB化されていないデータや比較的
古いデータなどを中心に扱う

メタデータ作成・解析ソフト
開発に対応した再整備

後半はアナログデータのデジタル化など、
DB化されてないデータを整備する

後半はDB化されていないデータや比較的
古いデータなどを中心に扱う

必要に応じてフォーマットのアップデートを実施

プロジェクトの進捗にともない、コンテンツの更新と拡充を行う

開発したプロダクトを利用し、各機関の観
測データを用いた解析を行う



バーチャル情報拠点の運用 (1)
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<テレビ会議システム、Web会議システム>

 定例の開発者ミーティング(全37回)など、開発関連の全ての
打ち合わせや勉強会に活用

 メタデータフォーマットに関する意見交換会(全9回)など、
IUGONET外部との会議にも利用

<プロジェクトWiki>

 開発者ミーティングの議事録、開発に関する勉強会や調査の
記録、学会発表資料等のアーカイブ、行事のお知らせ、アン
ケートの実施、など多様な用途に利用

<メーリングリスト> 

 電子メールによる事務連絡および非同期の議論に利用 (導
入以降、開発関連だけで3200通以上)

(＊2009年11月より導入)

<メタデータDB用計算機> 

 各機関で導入済み

 名大STE研および京大地磁気センターでメタデータ・デー
タベースのシステムを構築中



バーチャル情報拠点の運用 (2)
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 1台のハイスペックな計算機上で、サービスごとにバーチャルマ
シンを構築

 バックアップ、複製、他機関への移設が簡単

 グローバルIPを節約できる



メタデータDBシステムの開発
 DSpaceを利用して、短期間で安定なデータベースシステムを構築

 シンプルな検索インターフェース、わかりやすい検索結果表示に向
けたカスタマイズを進めている

 外部提供用のインターフェースの実装について調査中

図書館や大学の学術情報リポジトリで世界的にも広く使われている
無償のソフトウェア

 IUGONET解析ツールや他の検索システムからの利用を可能にする

緯度経度検索

時間範囲検索

キーワード検索
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メタデータの作成

ドラフトメタデータ
リポジトリー

登録待ちメタデータ
リポジトリー

研究機関から提出された
メタデータの一時集積場

書式・内容チェック、整形
(自動スクリプト＋手動)

IUGONET機関1

ユーザー@internet

クエリー

エラー無しメタデータ
修正済みメタデータ

検索結果

IUGONET
メタデータDB

(by DSpace)
IUGONET機関2

・
・
・

 SPASEをベースにしたIUGONET共通メタデータフォーマットを策定

 提出されたメタデータのチェック、バージョン管理、データベース登録
を行うシステムを作成

 IUGONET各機関で観測データからメタデータを抽出中

-太陽、惑星間空間、地球磁気圏の衛星観測データ用に作られたフォーマット
-超高層大気地上観測データへの親和性、拡張性、国際的な標準化を考慮して採用

Gitリポジトリー
＠名大STE研

その他国内外の研究機
関

メタデータの
DB登録
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解析ソフトウェアの開発

 IUGONET各機関が提供する観測データを表示・解析するためのソ
フトウェアを IDL + TDAS で開発中

 専門家でなくても簡単にデータを扱えるように、CUIだけでなくGUI

インターフェースも提供予定

GUIインターフェースで簡単な
描画・解析を可能に

複数のデータを
比較しやすいよ
うにまとめて表
示できる

THEMIS Data Analysis Software Suite ※ERG-SCの解析ソ
フトウェアとしても採用されているため、協力して開発を進めている



Webによる情報発信 (1)
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http://www.iugonet.org/   (日本語)

ベータ公開に向けて、
解析ソフトウェアに関
するページを大幅に
改訂中

http://www.iugonet.org/en  (英語)

講演リストや最新情
報は随時更新



Webによる情報発信 (2)

12

プロジェクトホームページへのアクセスは順調に伸びている

月別ユニーク
アクセス数

月別ユニーク
アクセス数

(from Google)

2009年9月〜2010年12月

2009年9月〜2010年12月



ミーティングの開催
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 開発者ミーティング

 ERGサイエンスセンターとの連携会議

 STPデータ問題検討会

­ 定例のミーティングは隔週の水曜日に開催 (2/9までに全48回)

­ サブグループごとのミーティングや各種勉強会も随時開催

­ TDASをベースにした解析ソフトの開発、解析ソフトとメタデータDB

の連携、ERGが採用するCDFファイル設計における協力
­ 全7回の連携会議を実施 (第7回は本日)

­ STP分野におけるデータ問題に関する取り組みについて情報交換
を行う

­ IUGONET、ERG-SC、NICT、JAXA、国立天文台などが参加
­ 毎月末の月曜日にテレビ会議で開催 (1月までに全14回)

 TDASミーティング / SPASEミーティング

­ AGU2010 Fall Meetingの際に、TDAS開発グループおよび
SPASEコンソーシアムのメンバーと打ち合せ (2010/12/13-17)

※旧メタデータフォーマットに関する意見交換会



研究会・講習会の開催、アウトリーチ活動
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● 2011/2/23-24 STE研研究集会「地球科学メタ情報のデータベースの
現状とその活用」 (@名大)

● 3/17 IUGONETデータ解析講習会 (@極地研)

主に学生を対象にした講習会。IUGONETの解析ソフトウェアの使
い方、および各機関の代表的な観測データの解析方法を教える。

● 5/22-27 JpGU2011団体展示 (@幕張メッセ)

JpGU2010での展示



学会・研究会での発表
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(※平成22年度中間報告会以降)

● 2010/9/02 International Symposium on the 25th Anniversary of 

the MU Radar (@京大)

● 9/16 RIMS研究集会/SPARC Japan セミナー「数学におけるデジ
タルライブラリー構築へ向けて」 (@京大)

● 10/23 「高高度発光現象の同時観測」に関する平成22年度第1回研
究会 (@高知)

● 11/02 地球電磁気・地球惑星圏学会 第128回講演会 (@那覇)

● 11/26 第3回データ科学ワークショップ (@筑波大)

● 12/02 第1回極域科学シンポジウム (@極地研)

● 12/02 第34回極域宙空圏シンポジウム (@極地研)

● 12/15-16 AGU 2010 Fall Meeting (@San Francisco)

● 12/20 第160回生存圏シンポジウム 第3回宇宙環境・利用シンポジ
ウム「太陽活動と地球・惑星大気」 (@京大)

● 2011/1/12 太陽研究会「太陽の多角的観測と宇宙天気研究の新展開
2011」 (@京大)

● 2/23-24 STE研研究集会「地球科学メタ情報データベースの現状とそ
の活用」 (@名大)

詳細はホームページ (http://www.iugonet.org/pub.html)



論文発表
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Reay, Sarah J., D. C. Herzog, S. Alex, E. P. Kharin, S. McLean, M. Nose, and N. A. Sergeyeva 
(2011), "Magnetic Observatory Data and Metadata: Types and Availability", in Geomagnetic 
Observations and Models, IAGA Special Sopron Book Series, vol. 5, edited by B. Hultqvist, M. 
Mandea, and M. Korte, pp. 149-181, Springer, Netherlands. 



項目 H21 H22 H23 H24 H25 H26 備考

バ
ー

チ
ャ
ル

情
報

拠
点 構築と運営

システム導入 システム更新 多点情報交換システムを各機
関に導入し、緊密な連携体制
を実現する。

拡大
プロジェクトの成果を総括し、
関連他分野への拡大や統合を
検討する。

メ
タ

デ
ー

タ
D

B
シ

ス
テ

ム システム開発
プロトタイプ
開発

公開バージョ
ン開発

一般に公開 DSpaceをベースに、メタデ
ータの登録・検索などを行う
システムを開発する。

システム運用
コンピュータ
更新

メタデータDBの定常運用を
行う。定期的なカスタマイズ
を行う。

メ
タ

デ
ー
タ

共通フォーマッ
ト策定

Ver.1の策定 ドキュメント
整備

超高層大気地上観測データに
適した共通のメタデータフォ
ーマットを策定する。

メタデータ作成
メタデータ作
成スタート

一般に公開 各機関の観測データからメタ
データを抽出し、DB化する。

デ
ー
タ
解
析

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

調査・仕様策定
開発環境整備
仕様策定

ドキュメント
整備

各機関の観測データに即した
可視化・解析ソフトの仕様を
策定する。

プログラム開発
プログラム開
発スタート

一般に公開 IDL+TDASを用いたプログラ
ム開発を進める。

そ
の

他

観測DB再整備
各機関で観測DBの再整備を
進める。未公開データについ
てもDB化をはかる。

サイエンス研究
各機関の観測データを活用し
て分野横断型の解析研究を進
める。

Webによる情報
発信

ホームページ
立ち上げ

プロジェクトの活動について、
ホームページを通して世の中
に情報発信する。

プロジェクトの年次計画 (平成23年度)

後半はDB化されていないデータや比較的
古いデータなどを中心に扱う

メタデータ作成・解析ソフト
開発に対応した再整備

後半はアナログデータのデジタル化など、
DB化されてないデータを整備する

後半はDB化されていないデータや比較的
古いデータなどを中心に扱う

必要に応じてフォーマットのアップデートを実施

プロジェクトの進捗にともない、コンテンツの更新と拡充を行う

開発したプロダクトを利用し、各機関の観
測データを用いた解析を行う



IUGONETのサイエンス研究
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 太陽物理学との連携による超高層大気変動現象の研究

­ 上野、新堀、林らによる研究 【生存圏萌芽研究】

­ 過去の太陽画像データから、過去の紫外線量また超高層大気への
影響の推定  超高層大気長期変動の研究

 超高層大気の風速および地磁気観測データに見られる
温暖化の解析

­ 新堀、能勢、小山、林らによる研究
­ 地磁気静穏日変動(SQ)と熱圏風速との相関解析温暖化のシ
グナルが両者に見られるか?

­ 全球のSQ長期トレンドの比較

 磁気嵐におけるグローバル地磁気変動と電離圏擾乱ダ
イナモに関する研究

­ 新堀らによる研究
­ 複合系の立場で地磁気と熱圏風データとの詳細な調査

­ 磁気嵐時に重要となる中低緯度域の地磁気データの解析


